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要　旨

　薬学部6年制に対応した薬剤師国家試験の初回である第97回（2012年）から改訂された
薬学教育モデル・コアカリキュラムに対応した第106回（2021年）までの「実務」領域の
問題の出題傾向の変化を調べることを目的として解析を行った。その結果、選択肢数が
4肢の問題の減少、検査値が記載された問題の増加、疾患に関する問題の増加、複数疾
患の問題の増加、図・イラスト・表の問題の増加などがみられた。また、直近の回では
小項目の例示「診断名、病態と薬物治療方針」の問題数の増加がみられた。これらから、
問題の難化傾向や、疾患や検査値、薬物療法に関連した問題の増加が示唆され、この傾
向は今後も続くと考えられるため、これらに対応する必要がある。
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Ⅰ．はじめに
　2006年に薬学教育の修業年限が6年間となり、2012年3月には6年制課程を修了した薬
学生が国家試験を受験することから、新たな出題基準を策定すべく、医道審議会薬剤師
分科会（以下、分科会）の下に設置された薬剤師国家試験出題基準改定部会において検討
が行われた。第97回（2012年）から第105回（2020年）までの出題基準（以下、旧出題基準）は、
分科会及び分科会の下に設置された薬剤師国家試験制度改善検討部会の議論を経て、
2009年12月にまとめられた「新薬剤師国家試験について」に基づき、6年制教育の基礎
となった「薬学教育モデル・コアカリキュラム」及び「実務実習モデル・コアカリキュ
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ラム」の内容を基本とし、医学・薬学の進歩と現状を踏まえて策定されたものである1,2）。
　一方、2013年12月に「薬学教育モデル・コアカリキュラム」が改訂され3）（以下、改訂
コアカリ）、医療全体を取り巻く情勢の変化等を踏まえ、6年卒業時に必要とされる資質
として「薬剤師として求められる基本的資質」が新たに定められる等の改訂が行われた。
そのため、薬剤師国家試験も改訂コアカリに対応したものにするために、「薬剤師国家
試験のあり方に関する基本方針」が2016年2月に策定され、改訂コアカリで履修した学
生が初めて受験した第106回（2021年）から適用されている4）。また、この基本方針に基づき、
改訂コアカリの内容を基本とし、医学・薬学の進歩と現状を踏まえた新たな出題基準（以
下、新出題基準）も策定されている4,5）。
　改訂コアカリにおいては、「薬剤師として求められる基本的資質」の1つに、「薬物療法
における実践的能力」が挙げられている。また、F　薬学臨床において「代表的な疾患」
として、がん、糖尿病、心疾患、脳血管障害、精神神経疾患、高血圧症、免疫・アレル
ギー疾患、感染症（以下、代表的な8疾患）が提示され、病院・薬局の実務実習において
はこれらの疾患を持つ患者の薬物療法に継続的に広く関わることとされている。これら
のことから、第106回以降の薬剤師国家試験問題において、特に「実務」領域では第105
回までよりも、より「薬物療法における実践的能力」を問う問題、より代表的な8疾患
を取り扱う問題が多くなることが考えられる。また、第105回までの時期であっても、回
を追うに従って次第に出題傾向が第106回以降のものに沿った内容に変化していたこと
も考えらえる。
　そこで本研究では、6年制薬学教育に対応した薬剤師国家試験の1回目である第97回
から第105回まで（旧出題基準）、および新出題基準の1回目である第106回の「実務」領域
の問題に着目して、その出題傾向の変化を調べることを目的として解析を行った。

Ⅱ．方法
1．対象とした問題
　薬剤師国家試験の旧出題基準による第97回から第105回までと、新出題基準による第
106回までの「実務」領域の問題を対象とした。「実務」領域は、一回あたり、必須問題
10問、一般問題（薬学実践問題）85問（内、複合問題65問）の合計95問が出題されるため、
この10回分、総問題数950問について解析を行った。旧出題基準および新出題基準にお
いて、出題項目は、大項目、中項目、小項目、小項目の例示に分類される。今回、統一
した基準で比較するために第106回も第105回までと同じ旧出題基準の出題項目に従って
分類した。

2．解析項目
以下の項目について解析を行った。
① 問題形式と構成（選択肢数、正解数、正誤のどちらが問われているか）
② 出題項目ごとの分析（大項目ごとの問題割合、中項目ごとの問題数、小項目ごとの
　 問題数、小項目の例示ごとの問題数）
③ 問題文中に検査値が記載された問題
④ 疾患に関する問題
⑤ 出題形式の工夫
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Ⅲ．結果
1.問題形式と構成
1-1.選択肢数
　選択肢数の推移を図1に示す。全体でみると、4肢の問題が第97回では約20％を占め
ていたが、第105回にかけて徐々に減少していき、第106回では全くなくなり5肢、6肢
のみの構成となっていた。また6肢の問題は、第97回の1％から第101回の5％まで増加
した後減少し、第105回と第106回では2％となっていた。8肢の問題は、第97回と第102
回のみで各1問出題されていた。必須問題は、旧出題基準および新出題基準に記載され
ている“五肢択一形式で問うことを基本とすること”1）に準拠して全ての回において5肢
であった。薬学実践問題（以下、実践問題）は全体とほぼ同様の推移であった。

　図1　選択肢数の変化
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1-2.正解数
　正解数の推移を図2に示す。全体でみると、正解数は1肢または2肢のみであった。正
解数が2肢ある問題数の割合は34％から48％の範囲で推移していた。必須問題では旧出
題基準および新出題基準に準拠して全ての回において正解数は1肢であった。実践問題
では、正解数2肢の割合が第97回の38％から第102回の54％にかけて増加傾向にあり、そ
の後ほぼ同じ割合で推移したが、第105回で45％、第106回で46％とやや減少していた。

  

図2　正解数の変化
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1-3.正誤のどちらが問われているか
　正または誤を問う問題割合の推移を図3に示す。正しい選択肢を選ばせる問題数の割
合は、全体でみると、第97回では67％であったのが経時的に増加していき、第106回で
は90％となった。必須問題では、正しい選択肢を選ばせる問題数の割合が第98回、第99回、
第101回では100％となっており、その他の回では概ね80％±10％前後で推移していた。
実践問題では、正しい選択肢を選ばせる問題数の割合は、全体と同様の推移を示し、第
97回では65％であったのが経時的に増加していき、第106回では90％となった。

図3　正または誤を問う問題割合の変化
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2.出題項目ごとの分析
2-1.大項目ごとの問題割合
　大項目ごとの問題割合の推移を図4に示す。
　全体でみると、「薬局業務」の割合は約10％とほぼ一定していた。「薬剤師業務」は第
97回の53％から第102回の73％へ増加したのち、第103回と第104回でほぼ一定に推移し、
第105回では58％に減少し、第106回は64％とやや増加した。一方、「病院業務」は、第
97回の35％から第102回の13％へと減少し、第103回と第104回でほぼ一定に推移し、そ
こから第105回では28％と増加し第106回は20％とやや減少していた。
　必須問題では、第99回、第102回、第105回において「病院業務」の出題がなかった。
　実践問題では、「薬局業務」の割合は約10％とほぼ一定していた。「薬剤師業務」は第
97回の48％から第102回の64％へ増加したのち、第103回と第104回でほぼ一定に推移し、
第105回では53％に減少し、第106回は57％とやや増加した。「病院業務」では第97回の
31％から第102回の13％に減少し、第103回、第104回でほぼ一定に推移し、第105回では
28％に増加し、第106回は18％と再びやや減少した。

図4　大項目ごとの問題割合
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2-2.中項目ごとの問題数
　中項目全体でみると、大項目「薬剤師業務」では「疑義照会」、「医薬品の管理と供給」、

「服薬指導と患者情報」、大項目「病院業務」では「情報の取扱い」と「病棟業務」、ま
た大項目「薬局業務」では「薬局対面業務」が、10問以上の出題が2回以上あるなど、
問題数が比較的多く推移していた。その中で、中項目「病棟業務」は第104回以降出題
数が最も多かった。

表1　中項目ごとの問題数

 

1                                                  
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2-3.小項目、小項目の例示ごとの問題数
　中項目をさらに小項目や、小項目の例示ごとに分けた時のそれぞれの問題数を表2に
示す。中項目で出題の多かった項目について、まず「疑義照会」では、大部分は小項目「疑
義照会の意義と根拠」から出題されており、その中の小項目の例示では「代表的な医薬
品の効能・効果、用法・用量」、「代表的な医薬品の警告・禁忌、副作用」、「代表的な医
薬品の相互作用」に関する出題が多かった。中項目「医薬品の管理と供給」では、小項
目「特別な配慮を要する医薬品」の小項目の例示「麻薬、向精神薬の管理と取扱い」、「生
物製剤の種類と適応」、小項目「注射剤と輸液」の小項目の例示「注射剤の配合変化の
原因、回避方法」、「高カロリー輸液と経管栄養剤の種類と適応」、小項目「消毒薬」の
小項目の例示「代表的な消毒薬の用途、使用濃度」に関する出題が多かった。中項目「服
薬指導と患者情報」では、大部分は小項目「服薬指導」から出題されており、その中の
小項目の例示では「服薬指導内容」、「服薬指導上の注意点」、「代表的な疾患と注意すべ
き生活指導項目」に関する出題が多かった。中項目「情報の取扱い」では、小項目「医
薬品情報収集」の小項目の例示「医薬品の基本的情報源、収集手段」に関する問題、ま
た小項目「医薬品情報の提供」の小項目の例示「患者・医療スタッフへの情報提供」に
関する出題が多かった。中項目「病棟業務」では、小項目「薬剤管理指導業務」の小項
目の例示「診断名、病態と薬物治療方針」、「使用医薬品の薬効、使用上の注意、副作用」、
小項目「TDM」の小項目の例示「薬物血中濃度データと患者情報に基づく薬物療法にお
ける問題点とその対策」に関する出題が多かった。中項目「薬局対面業務」では、小項
目「一般用医薬品・医療機器・健康食品」の小項目の例示「一般用医薬品、使用目的、
一般用医薬品のリスク区分」に関する出題が多かった。
　その他、出題数が比較的多かった小項目の例示としては、「診療科横断的に行われる
チーム医療」、「医薬品の用法・用量および投与設計」、「散剤、液剤などの計量調剤」、「医
薬品の重篤な副作用の初期症状と検査所見、対処方法」、「学校薬剤師の職務とその役割」
があった。
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表2　小項目、小項目の例示ごとの問題数

 

2  
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表2　小項目、小項目の例示ごとの問題数（つづき）
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表2　小項目、小項目の例示ごとの問題数（つづき）

 

2  

 

― 11 ―

薬剤師国家試験問題における「実務」領域の解析



3.問題文中に検査値が記載された問題
　問題文中に、数値のある検査値（以下、検査値）が記載された問題が出題されている
かについて調査した（図5）。実践問題については、他科目との複合問題（以下、「実践：
複合」）に比べて実務単独問題（以下、「実践：単独」）では、より症例関連以外の薬剤師業
務に関する内容が出題されている印象があるため、それぞれに分けて分析した。
　その結果、問題文中に検査値が記載された問題割合は、全体としては、第97回の8％
から第106回の24％まで経時的に増加していた。必須問題では検査値の記載がある問題
はなかった。「実践：複合」では、第97回から第103回までは8％前後で推移し、その後
第104回で24％、第105回と第106回では30％と増加していた。「実践：単独」では、第97
回と第98回では検査値の記載がある問題の出題はなく、第102回と第105回では5％と少
なかったが、他の回では10％から25％の間で推移していた。
　問題文中に検査値が記載された問題のうち、その検査値を問題解答時に必要とする問
題について分析したところ（図6）、解答時に必要な問題割合は、第97回では問題文中に
検査値が記載された問題全体の出題数8問に対して38％、第98回では全体の出題数が6
問とやや減少したものの83％に増加した。第99回から第102回では、全体の出題数は9問
から11問でほぼ横ばいに推移したが、解答時に必要な問題割合は第99回の45％から第
101回の82％へと増加し、第102回で再び45％へと減少した。第103回では全体の出題数
が14問と増加し、解答時に必要な問題割合も71％に増加した。第104回から第106回では、
全体の出題数がそれぞれ21問、21問、23問と第103回からさらに増加してほぼ横ばいと
なったが、解答時に必要な問題割合は第104回で43％であり、第105回では29％に減少し、
第106回では70％に増加していた。

図5　問題文中に検査値が記載された問題割合
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　　　　　　図6　問題文中の検査値の記載が解答時に必要な問題数と問題割合

4.疾患に関する問題の分析
4-1.疾患に関する問題の割合
　疾患に関する問題の割合を図7に示す。代表的な8疾患と代表的な8疾患以外の疾患を
合わせた、疾患に関する問題全体の割合は、全体でみると、 第97回から第99回は45％前
後とほぼ一定であったのが第100回以降第104回の64％にまで増加し、第105回では57%と
やや減少したが第106回では60%まで再び増加した。必須問題では疾患に関する問題の出
題はなかった。「実践：複合」では全体とほぼ同様の傾向であったが、第97回の62%から
第106回の75%と全体よりも高い割合で推移していた。「実践：単独」では第97回から第
99回にかけて15%から0%に減少したのが、第100回以降は増加に転じ第104回の65％にま
で増加後、 第105回では45％と減少し第106回でも40％となった。
　代表的な8疾患の問題割合は、全体でみると、疾患に関する問題全体と同様の傾向で
あり、第97回の32％から第104回の54％にまで増加傾向にあったが、第105回では42％に
減少し、第106回では49％と再び増加した。「実践：複合」では、全体とほぼ同様の傾向
であったが、第97回の42％から第106回の63％と全体よりも高い割合で推移していた。「実
践：単独」については、疾患に関する問題全体と第102回の45％までは同様の傾向であ
ったが、第103回で減少し第104回では45％に再び増加後、 第105回の35％、第106回でも
25％と減少した。
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図7　疾患に関する問題割合

4-2.代表的な8疾患の問題割合の詳細と延べ出題数
　問題全体に対する代表的な8疾患それぞれの割合を図8に示す。代表的な8疾患同士、
もしくは代表的な8疾患と代表的な8疾患以外の疾患を2つ以上含む場合は「複数疾患」
として表した。
　代表的な8疾患の個々の疾患については、高血圧と脳血管障害、糖尿病以外の疾患は
全ての回で出題があった。がんは、第97回は3％だったのが若干の増減はあるが第104回
の17％まで増加傾向にあり、第105回は13％、第106回は11％であった。免疫・アレルギ
ー疾患は3％から11％、感染症は5％から9％、精神神経疾患は2％から7％、心疾患は
1％から4％、糖尿病は0％から7％、高血圧は0％から4％、脳血管障害は0％から3％
の間で推移していた。複数疾患は第97回から第104回は1％から4％で推移していたが、
第105回では8％、第106回は17％と増加していた。
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　　　　　　図8　代表的な8疾患に関する問題割合

　また、図8で複数疾患として表していたものに含まれる個々の疾患の出題数を延べ数
で計数したものを図9に示す。全疾患の出題数は第104回まで増加傾向にあり、第105回
で若干減少したが、第106回では88問と第97回の44問の2倍にまで増加していた。個々の
疾患でみると、がんと代表的な8疾患以外の疾患は増加傾向にあった。

　　　　　　　　　図9　代表的な8疾患の延べ出題数
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4-3.複数疾患の問題に関する分析
　複数疾患の問題について、疾患の組み合わせの種類ごとの問題数を図10に示す。問題
数は、第97回の1問から第105回の8問にまで増加していたが、第106回では16問と第105
回の2倍に増加していた。疾患の組み合わせの種類については、第97回と第100回では代
表的な8疾患同士の組み合わせのみであったが、その他の回では、代表的な8疾患と代
表的な8疾患以外の疾患との組み合わせも出題されており、その出題数は第106回で最多
の12問となっていた。また第105回では、代表的な8疾患以外の疾患の組み合わせが1問
出題されていた。

　　　　　　　　　　　図10　複数疾患の問題における組み合わせの種類

　複数疾患の問題の、疾患数ごとの問題数を図11に示す。疾患数が2個の問題は、第97
回から第104回まで0問から3問の間で推移していたが、第105回では5問、第106回では
6問に増加していた。疾患数が3個の問題は、第98回、第101回、第103回、第104回で1
問の出題であったが、第105回で2問、第106回では6問と増加していた。疾患数が4個の
問題では、第99回、第100回、第103回から第105回で1問の出題であったが、第106回で
は3問に増加していた。また第106回では疾患数が5個の問題が1問出題されていた。疾
患数が3個以上の問題が占める割合は、第97回から第105回では0％から50%であったが、
第106回では63%を占めていた。

　　　　　　　　　　　図11　複数疾患の問題における疾患数　　　
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　複数疾患の問題の詳細を表3に示す。第97回から第106回において、解答に関係のある
疾患数が1個の問題もあれば、2個の問題もあった。しかし、第102回、第103回、第104回、
第106回では解答に関係のある疾患が全くない問題も出題されていた。解答に関係のあ
る疾患の出題件数は、全ての回の合計で多いものから、その他（代表的な8疾患以外の疾
患）16件、心疾患11件、精神神経疾患10件、高血圧5件、糖尿病3件、感染症2件、がん
1件、脳血管障害1件、免疫・アレルギー疾患0件の順であった。

表3　複数疾患の問題の詳細

疾患名の先頭にある［］内の数字は疾患数を表し、解答に関係のあった疾患名を赤字で表す。「その他」は代表的な8疾患以
外の疾患を表す。

3  
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5. 出題形式の工夫
　旧出題基準では“画像や写真等を利用した問題の出題も検討する”旨が記載されてい
るが、新出題基準でも同様の記載がある。そこで、該当問題の有無を調べた。
　図やイラスト、表を用いた問題が出題されており、その問題数を図12に示した。第97
回と第98回は1問であったが、第99回、第100回、第101回ではそれぞれ6問、2問、4問
であり、第102回以降では6問以上で推移していた。その中でも第104回が9問と最も多
かった。第97回から第101回までは図やイラストを用いた問題のみであったが、第102回
からは表を用いた問題も1問から3問出題されていた。

　　　　　　　　図12　図やイラスト、表を用いた問題数
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Ⅳ．考察
　本研究では、6年制薬学教育に対応した薬剤師国家試験の1回目である第97回から第
105回まで（旧出題基準）、および新出題基準の1回目である第106回の「実務」領域の問
題に着目して、その出題傾向の変化を調べることを目的として解析を行った。国家試験
問題について解析した報告としては、医師国家試験における頻出事項の解析6）、看護師国
家試験問題の頻出語の分析7）、管理栄養士国家試験における免疫・アレルギー分野に関連
する出題問題の調査8）の報告はあるが、薬剤師国家試験については本報告が初めてのも
のとなる。
　今回の第97回から第106回までの「実務」領域の問題の変化としては、まず問題形式
では、選択肢は4肢が減ることで難化するとともに、5肢に安定してきている。また、正
しい選択肢を選ばせる問題が増加してきており、これは旧出題基準および新出題基準に
おいて「可能な限り、正しいもの（又は正しいものの組合せ）を問う問題とする」という
記載があることから、出題基準に即したものになってきていることがわかった。正解数
については、正解数2肢のほうが難易度は高くなるが、実践問題において大きな変化は
みられなかった。
　出題項目ごとの分析では、大項目の「薬局業務」の割合は約10％とほぼ一定している
一方、「病院業務」は第97回の35％から次第に減少し第102回から第104回は13％から16
％でほぼ一定に推移していたのが、第105回では28％と増加し第106回は20％となってお
り、第105回以降病院業務に関わる内容が再度重要視されてきていると考えられる。中
項目ごとの問題数では、「実務」領域で重要とみなされる項目の問題数が多かった（表1）。
中でも「病棟業務」は第104回以降出題数が最も多かった。中項目で問題数の多かった
具体的な内容は、小項目や小項目の例示から確認できた（表2）。中項目「病棟業務」の
中では、小項目「薬剤管理指導業務」の小項目の例示「診断名、病態と薬物治療方針」
の問題数が特に第105回、第106回で多くなっていることから、より「薬物療法における
実践的能力」を問う傾向になってきていると考えられる。
　検査値の記載のある問題については、第97回の8％から第106回の24％まで経時的に増
加しており、第104回以降では22％（20問）以上となっていた。また、これら検査値の情
報を問題解答時に必要とする問題の割合については、検査値の記載のある問題が増えて
いる第104回以降でみると、第104回は43％、第105回では29％に減少したが、新出題基
準となった第106回では70％であり、問題数とともに顕著に増加していた。この傾向は
今後も続く可能性が考えられ、今後、問題に記載された検査値の中から解答に必要な検
査値を選ぶ能力がより必要になるものと思われる。
　疾患に関する問題の割合について、代表的な8疾患と代表的な8疾患以外の疾患を合
わせた、疾患に関する問題割合では、第97回から第104回まで増加傾向にあり、第105回、
第106回でも60％前後を維持していることから、今後も同様の割合で出題される可能性
が考えられる。代表的な8疾患の問題割合は、第100回以降は40％以上を維持していたこ
とから、今後もこの割合を維持して出題されるものと考えられる。代表的な8疾患の疾
患別でみると、がんは第104回の17％まで増加傾向を示し、以降も10％を維持していた。
また複数疾患は第105回で8％と急増し、第106回ではさらに17％と倍増していた。複数
疾患は病態や治療を総合的に考えなければならないため、問題として難化傾向にあると
考えられ、この傾向は第107回以降も続くと推測される。また疾患の組み合わせの種類
については、第97回と第100回では代表的な8疾患同士の組み合わせのみであったが、そ
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の他の回では、代表的な8疾患と代表的な8疾患以外の疾患との組み合わせも出題され
ており、その出題数は第106回で最多の12問となっていた。このことから第107回以降も
代表的な8疾患だけでなく、代表的な8疾患以外の疾患とも組み合わせて出題されること
が多いことが予想される。複数疾患の疾患数については、特に第105回、第106回では、
疾患数が2個の問題だけでなく3個の問題が増加していた。これらの問題数は第106回で
特に多く、さらに第106回では4個の問題も増加し5個の問題も1問出題されていたこと
から、第107回以降もこの傾向が続くと考えられる。また複数疾患の問題を詳細に調べ
たところ、解答に関係のある疾患数が1個の問題もあれば、2個の問題もあった。しかし、
第102回、第103回、第104回、第106回では解答に関係のある疾患が全くない問題も出題
されていた。このことから、複数疾患についての記載が解答に関係するのかどうかを自
身で見極める必要があると考えられる。さらに、解答に関係のある疾患の出題件数は、
代表的な8疾患以外の疾患が最も多かったことから、代表的な8疾患に限らず種々の疾
患を学習しておくことの必要性が認識された。
　出題形式の工夫においては、図やイラスト、表を用いた問題は、第102回以降6問以上
を維持していた。また、第97回から第101回までは図やイラストを用いた問題のみであ
ったが、第102回からは表を用いた問題も1問から3問出題されていた。このことから第
102回以降、出題基準に沿った出題形式の工夫による出題がなされるようになり、問題
が難化してきていると考えられる。そのため、図やイラスト、表から読み解く能力を醸
成していく必要があると考えられた。
　今回の解析によって見出された上記の出題傾向の変化について、第106回でも同様の
傾向あるいはさらに顕著にみられたものについては第107回以降もこの傾向が続くと考
えられるので、これらに対応した対策を行う必要がある。具体的には、上記の出題傾向
を意識して、大学教員として講義や学内実習、演習問題の作成を行うこと、薬学生とし
ては優先付けをしながら効率よく学習を行うことが重要である。また最近の回では、病
棟業務に関する問題や、検査値の記載がある問題、複数疾患の問題が増えてきているこ
とから、実務実習における実際の症例を通した学びも重要と考えられる。そこで、学生
が積極的な姿勢で実務実習に臨むことはもちろん、大学としては、学生それぞれの実習
先での学習内容に差が生まれないようにする対策が必要であると考えられる。
　今後、第107回以降も本研究と同様な解析を行うことで、薬剤師国家試験問題の「実務」
領域の出題傾向が把握でき、対策に繋げることが出来るものと考えられる。なお、本研
究では出題項目ごとの分析において新出題基準の出題項目における解析を行っていない
が、今後、少なくとも直近の数回や第106回以降について新出題基準の出題項目による
解析を行うことで、改訂コアカリに沿った出題項目における出題傾向の変化が明らかに
なることが期待される。
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